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IHE

Integrating the Healthcare Enterprise

医療情報システムの相互接続性（情報の連携）を
推進する国際的なプロジェクト
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医療機関における情報システム

医事会計シス
テム

オーダエント
リシステム

電子カルテシ
ステム

電子照射録

放射線部門
システム

(RIS)

医用画像管
理システム
（PACS）

手術室管理シ
ステム

地域連携・情
報共有システ

ム
ナースコール

ベッドサイドシ
ステム

栄養管理シス
テム病理検査診断

システム

紹介状管理
システム

自動調剤機
薬剤受付管理

システム

レポート管理
システム

特定の役割に特化したシステムが必要に。
専門のメーカがそれぞれのシステムを作成。

→複数メーカで医療情報システムを構築！
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IHE誕生の背景

 医療情報システムの範囲の拡大・各業務の高度化、細
分化 ⇒ 各システムが多様に専門的になる

 マルチベンダ（複数のメーカ）でシステムは構築できるのか？

 他ベンダのシステムにスムーズに置きかわるのか？

 他の施設との医療情報の連携は可能か？

 医療ITに関する標準は使えるのか？

 「相互運用性」をどう確保するのか？

 医療現場のワークフローをIT化できるのか？

⇒ 複数メーカのシステムを利用して、うまく病院情報シ
ステムや施設間連携システムが構築できるようにガイド
ラインを提供。ガイドラインは、既存の標準規格を参照。
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標準化ができていれば大丈夫か？

 医療ITにおける標準化

 DICOM

 HL7

 「入れ物」は規定されている

 １対１の通信は規定されている（DICOM)

 システム間の接続は可能

 やりとりするデータの相互運用性は実装次第

 全体システムでの情報の整合性は保証されない
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相互接続性を確保するには

 標準規格の採用

 メッセージ形式

 通信プロトコル

 実装ガイドラインの制定

 ワークフローに対応した情報の整合性確保

 標準規格の使い方の限定

 実装システムの検証

 テストツールの提供

 接続テストの場の提供
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IHEの特徴

 病院情報システム（病院情報システム（HISHIS）、放射線情報システ）、放射線情報システ
ム（ム（RISRIS）、）、PACSPACS（画像管理システム）などの情（画像管理システム）などの情

報システムの報システムの相互運用性相互運用性（情報の連携）を推進（情報の連携）を推進
する。する。

 ワークフロー（業務シナリオ：ワークフロー（業務シナリオ：Integration Integration 
ProfileProfile）を分析して、ワークフローに合致したシ）を分析して、ワークフローに合致したシ
ステム化を提案する。ステム化を提案する。

 接続テスト（コネクタソン：接続テスト（コネクタソン：ConnectathonConnectathon）を行）を行
い、その結果を公開している。い、その結果を公開している。



21th IHE Workshop in MORIOKA 2010/03/27

12

National Institute of Radiological Sciences・ MUKAI Masami

医事会計シス
テム

電子カルテシ
ステム

放射線部門
システム

(RIS)

医用画像管
理システム
（PACS）

読影

レポート管理
システム

従来の情報連携

同じメーカのシステム
なら自動連携OK！

変更を口頭連絡

患者情報の変更発生！

各システム担当が変更

各システム担当が変更

変更を間違えると･･･
あれ！？同じ患者さ
んの情報のはずなの
に、カルテとレポート
で名前が違うぞ！！

外来で、病棟で
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医事会計シス
テム

電子カルテシ
ステム

放射線部門
システム

(RIS)

医用画像管
理システム
（PACS）

読影

レポート管理
システム

IHEの手法を利用した情報連携
患者情報の変更発生！

フローに従い自動更新

患者さんの取り間違
いを防ぐことができて

安心！！

外来で、病棟で

フローに従い自動更新 フローに従い自動更新

フローに従い自動更新
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IHEのメリット

ユーザ

臨床現場のいろいろな問題点を提起し、
解決策を考える

良いシステムを安く、早く導入可能

メーカ

いろいろな要望を一本化し、製品に反
映できる

開発工期の短縮、リスクの軽減
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IHE は共通言語です

IHEは、多くの解決方法・実現手法を示しています。
ユーザである医療従事者と、メーカの技術者との意思疎通の助けになります。
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IHEと一般の標準規格との違い

IHE 規格制定団体

成果物
Technical 

Framework 標準規格

業務シナリオを
対象とするか？

○ ×

接続テスト
接続テストを行
い、結果を公開
している

接続テストは、
規定されていな
い
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「業務シナリオ」の検討の仕方

Step1)「scope：実現したいこと」を決める

例：患者名が変更されたら通知したい。

Step2)機能を整理する

例：

Step3)機能間をどのように通信するか検討する

例：

医事会計システム 放射線部門システム(RIS)
患者名

患者情報登録/送付 患者情報受信

患者情報登録/送付 患者情報受信
患者情報通知

これが「業務
シナリオ」
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概念的な機能と情報のやり取り概念的な機能と情報のやり取り

IHEは情報の発生や流れを概念的に整理してガイドラインを提示しています。
施設が違っても、技術が進歩して機器が変わっても、本質的な情報の流れは普遍です。
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問題点解決の秘訣

 既存の業務シナリオ既存の業務シナリオ(Integration Profile)(Integration Profile)から、から、
あてはまるものを探す。あてはまるものを探す。

 普遍性のある業務シナリオは、新しく作ること普遍性のある業務シナリオは、新しく作ること
が必要かもしれない。が必要かもしれない。

日本から提案する。日本から提案する。

 既存の業務シナリオが見つからない場合は、既存の業務シナリオが見つからない場合は、
日本独自の業務シナリオかもしれない日本独自の業務シナリオかもしれない

National ExtensionNational Extension
 日本日本IHEIHE協会の活動に参加する。協会の活動に参加する。



IHEの世界動向
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IHEの経緯

 １９９９年：アメリカでRSNA(北米放射線学会）と
HIMSS（病院情報管理システム学会）がスポン
サーとなり、設立。

 その後各地に拡大

 北米 （１９９９年）

 ヨーロッパ （２０００年）

 IHE-Japan 設立（２００１年）

 アジア・オセアニア（２００２年）

 日本IHE協会 設立（２００７年３月）
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International Adoption of IHE
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IHE IHE ヨーロッパヨーロッパ
Connectathon 2008.4.7Connectathon 2008.4.7--1111
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28
28

IHE DemonstrationIHE Demonstration
RSNA RSNA 北米放射線北米放射線

学会学会 2008.112008.11
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29
29

IHE DemonstrationIHE Demonstration
RSNA RSNA 北米放射線北米放射線

学会学会 2008.112008.11
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30
30

HIMSSHIMSS
病院情報管理病院情報管理
システム学会システム学会

2009.4 2009.4 
(Chicago)(Chicago)
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31
31

HIMSSHIMSS
病院情報管理病院情報管理
システム学会システム学会

2009.4 2009.4 
(Chicago)(Chicago)
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IHE @ ASTROIHE @ ASTRO



21th IHE Workshop in MORIOKA 2010/03/27

33

National Institute of Radiological Sciences・ MUKAI Masami

日本IHE協会の活動内容

 ＩＨＥ活動プロセスの推進

 医療システムにおける業務工程モデル（ワークフ
ロー）の作成

 ワークフローに基づいた技術文書（テクニカルフ
レームワーク）の作成

 テクニカルフレームワークに基づいた接続試験の
実施

 ＩＨＥ活動の広報

 国際的なIHE活動との協調

 IHEを医療機関等に導入するための普及活動 Today



活動プロセス
～IHEサイクル～



21th IHE Workshop in MORIOKA 2010/03/27

38

National Institute of Radiological Sciences・ MUKAI Masami

企画委員会
業務シナリオの検討

技術委員会
DICOM/HL7等で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関の要求仕様

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを
含んで、複雑で問題の

多い処理を有する
医療機関

Connect + Marathon
システム接続試験会

複数メーカによる情報シ
ステムを利用し、運用上
の問題を解決したい医療
機関（ユーザ）

IHE開発プロセス



システム接続試験会
～Connect-a-thon
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IHEIHE--Japan Oct. 2009 ConnectathonJapan Oct. 2009 Connectathon

YearYear 20022002 20032003 20042004 20052005 20062006 20072007 20082008 20092009

VendersVenders 1111 1717 2020 2323 2828 4141 4040 4646
SystemsSystems 1111 1717 3232 4848 6767 8484 7272 8686
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コネクタソンの実景
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43
43

IHEIHE--JJ コネクタソンコネクタソン 2009.10.262009.10.26--3030
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IHEIHE--JJ コネクタソンコネクタソン 2009.10.262009.10.26--3030
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コネクタソンの「合格」とは

 アクタ・統合プロファイル毎に指定された一
連のテストを他社の３システムと実施し、所
定の検証項目をクリアしたこと。

 開発したベンダがIHEに関する理解と技術
を持っていることを示している。

 合格した製品に対するIHE準拠の認証で
はない。

 「IHE対応」を謳うことはベンダ責任で。
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IHE統合宣言書



検討対象の領域(Domain)
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放射線

放射線治療

循環器

臨床検査

病理・臨床細胞

内視鏡

眼科

IT基盤技術

Patient Care
Coordination

Patient Care
Device

Quality, Research
and Public Health

IHEの検討領域

－EHRの構築－

100以上の統合プロファイル

Future 
Domains

2009年発足
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HIMSS Showcase ’09 – 手術室
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HIMSS Showcase ’09 - ICU



キーワード
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IHEを理解するための用語集

 Domain：検討（開発）領域
 Technical Framework: 技術定義書
 Integration Profile: 業務シナリオ・統合プロファイル
 Actor: 登場人物（機能提供者）
 Transaction: せりふ（通信手順）

 Domainの例
 Radiology：放射線分野
 IT infrastructure（ＩＴＩ）: 情報インフラ分野

 Actorの例
 OP （Order Placer）: オーダ発行
 OF （Order Filler）: オーダ実施
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統合プロファイル-3

統合プロファイル-2

IHEの技術的構造

統合プロファイル-1

アクタ A

アクタ B

アクタ C

アクタ D

トランザクション１

トランザクション２

トランザクション３

トランザクション５

トランザクション４

Domain（検討領域）
→テクニカルフレームワーク（技術文書）
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IHEにおける情報の流れ（例）

ADT

Order Placer Order Filler

Acquisition
Modality

Image 
Manager

Image 
Display

患者情報登録

Patient 
Registration

Query
Modality
Worklist

Placer
Order

Patient 
Registration

Modality
Image
Stored

Query /
Retrieve
Images

患者情報表示

HL7
ADT

HL7
ORM 

DICOM
MWM

DICOM
C-STORE

DICOM
Q/R

HL7
ADT

領域・ドメイン：放射線

統合プロファイル：SWF(Scheduled WorkFlow)
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END

 日本IHE協会
http://www.ihehttp://www.ihe--j.orgj.org

※※お問合せもこちらから！お問合せもこちらから！

 IHE（北米）
http://www.ihe.nethttp://www.ihe.net
http://wiki.ihe.nethttp://wiki.ihe.net

最新情報はこちらにアクセス

【今後のワークショップの予定】
２０１０年５月２７日午後 チュートリアル開催

第14回日本医療情報学会春季学術大会（シンポジウム2010 in 高松）
詳細は http://www.e-rad.jp/xoops/modules/eguide/index.php?cat=1 へ


